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Family Holothuriidae Ludwig, 1894 
Genus Holothuria Linnaeus, 1767 





















たところ、ワタリガニ科のナマコマルガザミ Lissocarcinus orbicularis Dana，1852 




エクレアナマコは、Western Australia の Point Cloates 沖（22. 86° S，113. 51° E）及び
Dampier 沖（19.79° S，115.47° E）の水深 90 〜 100m より採集・記載された （O’Loughlin 
et al.，2007）。その後、Uyeno et al. （2011） は、沖縄島の真栄田岬と残波岬沖の水深 40 〜
50 m から採集した標本を基に本種を記録した。その報告により一般のレジャーダイバーに
も本種の存在が知られることになり、沖縄島西海岸沖より本種の発見が相次いでなされ、
インタネーット上に写真とともに掲載されている。Uyeno et al. （2011） はさらに、
Queensland Museum に収蔵されていたオーストラリア北東部の Barnett Patches （18° 04’
S，146° 56’ E）の水深 45m より得られた標本もエクレアナマコと同定・記録している。
このように、本種は、インド - 西太平洋の熱帯域に広く分布している可能性が指摘され
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